
　　　　

7 年 2 　月 1 日

10 時 00 分から 16 時 00 分まで あり なし

　健康・生活

　運動・感覚

　認知・行動

　言語
　コミュニケーション

　人間関係
　社会性

事業所名 児童発達支援事業所はげみ園 支援プログラム 作成日　　　　　令和

法人（事業所）理念 　最高の笑顔をすべての人に

支援方針 　よりよく生きていくために、この時期にしか作れない土台を作り固めていく

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

　・お子さんがよりよい健康状態で過ごせるよう、食事、睡眠、生活リズム、体調などの情報を保護者と共有します。
　・食事、排泄、着替えなど、生活に必要な力や生活習慣が身につくよう、保護者と相談し、お子さんが無理なく取り組めそうなことから活動に取り入れます。
　・お子さんが安心して過ごせるよう、ここでは何をするのか、いつするのか、何をして過ごすのかなど、視覚的手がかりを使ったり環境を調整したりしてわかりやすく示します。

　・日常生活動作が向上するよう、動作時の姿勢保持や、上肢・下肢の運動・動作の改善及び習得、筋力の維持・強化をはかります。
　・姿勢保持や運動・動作が困難な場合には、運動発達を促し日常生活動作のサポートができるよう、座位保持装置、立位保持装置、歩行器などの補助的手段を活用します。
　・感覚の統合を促せるよう、視覚、聴覚、触覚、嗅覚、前庭覚、固有受容覚といった基礎感覚を活用する活動を取り入れます。
　・事業所で安心して過ごせるよう、お子さんの好きな感覚・嫌いな感覚を一緒にあそぶ中で見つけ、感覚特性をふまえて環境を調整します。

  ・環境からの情報を得やすくなるよう、また、得た情報を基にどう行動したらいいのかがわかりやすいよう、事業所内の環境を調整します。
　・数量、大小（長短、高低など）、形、色などの習得につながるよう、個々に応じた課題を用意します。
　・行動障害の予防につながるよう、お子さんの行動の理由をふまえ、個々に合ったかかわり方で対応します。

　・伝達意欲が高まるよう、お子さんが発したことば、サイン、行動などの発信を丁寧に読み取り、要求を叶えていきます。
　・「伝わった！」「わかった！」という達成感を積み重ねられるよう、それぞれのお子さんの伝えやすい方法、わかりやすい方法でやりとりをおこないます。
　・話しことばだけではなく、カード・文字・ジェスチャーなど、さまざまな手段を用いてやりとりをおこないます。
　・話しことばの理解と表出を促せるよう、あそびの中で実際に体験したこととことばを結びつける支援をおこないます。
　・ことばでやりとりをする際に相手に伝わりやすくなるよう、場面に応じたことば・伝える内容について、実際の活動場面やカードなどを使って伝えていきます。

　・家族以外の大人に対して信頼感をもてるよう、まずは安心できる職員と１対１でゆったりとかかわります。
　・友だちと「いっしょにあそんで楽しい」、「またあそびたい」と思えるよう、職員が適切に介入します。
　・職員や友だちとのかかわる時に必要なルールを理解できるよう、お子さんに応じて環境を調整します。
　・あそびが発展するよう、お子さんの興味関心、あそびの段階をふまえたあそびを提供します。

主な行事等 　・誕生会　　・季節の制作やあそび

家族支援

　・療育に一緒に参加し、実際のかかわり方を見ていただきます。
　・お子さんの強み、感覚や認知の特性などについて話したり、ご家庭と事業
　　所で情報を共有したりして、子育てのサポートをしていきます。
　・きょうだい児についての相談に応じたり、きょうだい児とかかわる時間を
　　作るサポートをしたりします。
　・必要に応じて面談の機会を設けます。

移行支援

　・保育園等への就園に向けて、段階的に保護者との分離を進めていきます。
　・お子さんや移行先が安心できるよう、お子さんの強みや特性などの情報を移行先と
　　共有します。
　・保育園等、学校、他事業所を利用される際も、スムーズに移行できるよう情報を共
　　有します。

地域支援・地域連携
　・お子さんや保育園等が安心できるよう、必要に応じて保育園等と情報を共
　　有します。
　・関係機関と連携し、誰もが住みやすい地域社会を目指します。

職員の質の向上

　・療育に関する研修（外部研修、事業所内研修）
　・虐待防止、身体拘束適正化のための研修
　・BCP（災害、感染症）研修、感染症及び食中毒予防・まん延防止研修
　・救命救急研修
　・法人研修（階層別、権利擁護、接遇マナー、チームビルディングなど）


